
真珠を知ると、見えるものが変わる 

この度は、JGS宝石勉強会に参加する機会をいただき、ありがとうございました。 

私は宝石業界で仕事をしているわけではありませんが、普段からジュエリーを見ることが好

きで、真珠についても本やインターネット、実際のジュエリーを通じて知識を吸収してきま

した。 

今回の勉強会では、専門家のお話を聞きながら実物を比較することで、真珠そのものだけで

なく、養殖や加工、品質評価、流通まで幅広く考える機会になりました。 

特に印象に残ったのは、現在の真珠を、昔からのイメージや種類だけで判断することが難し

くなっていることです。 

養殖や加工、選別の技術は進歩し続けており、実物を見比べながらお話を聞くと、「アコヤ

だから」「淡水だから」と分類だけで考えるのではなく、一珠一珠の品質を見ることの大切

さを感じました。 

また、「巻き」や「テリ」など、以前から知っていた言葉についても、専門家が実際にどこ

を見て評価しているのかを知ることで、理解が深まりました。 

なかでも印象的だったのが、真珠総合研究所では北側の窓から入る自然光の下で真珠を見る

というお話です。 

宝石の世界では高度な分析機器が使われていますが、それだけですべてを判断するわけでは

なく、人の目による評価も大切にされています。科学的に調べることと、美しさを評価する

こと。その両方があるところに、宝石ならではの面白さを感じました。 

実物を見比べる時間もとても興味深く、説明を聞いた後では、それまで同じように見えてい

た真珠にも違いが見えてきます。「知ることで、見えるものが増える」ということを実感で

きました。 

一方で、今回のお話を聞きながら、品質を評価する「基準」の重要性についても考えまし

た。 



日本の真珠産業には、長い歴史の中で品質を評価し、一定の基準のもとで流通させてきた蓄

積があると理解しています。 

現在は海外でも養殖や加工技術が進歩し、高品質な真珠が作られるようになっています。だ

からこそ、その品質をどのように評価し、どのような言葉で消費者に伝えるのかも重要なの

だと思います。 

せっかく良い真珠が作られていても、品質基準や呼称が分かりにくければ、消費者には価値

が十分に伝わりません。その結果、「真珠は品質の違いが分かりにくいもの」と思われてし

まうとしたら、とてももったいないことです。 

良いものを作る技術と、その価値を適切に評価し伝える仕組み。その両方があってこそ、真

珠の魅力がより広く伝わるのではないかと感じました。 

そして今回、あらためて真珠に限らず宝石の世界の奥深さを感じました。 

宝石は見た目の美しさだけでも楽しめますが、その背景には、自然科学、加工技術、歴史、

文化、流通など、さまざまな要素があります。一つ知ると、また別のことが気になり、同じ

ジュエリーを見ても以前とは違う見え方をするようになります。 

専門性が高いため、一般の消費者には少し入り口が見つけにくい世界かもしれません。 

だからこそ、今回のような機会を通して、「宝石は知るほど面白い」ということが、もっと

多くの人に伝わればいいなと思いました。 

私自身も、これから真珠を見るときには、その美しさだけでなく、その背景にも少し目を向

けてみたいと思います。 

真珠を見る楽しみと、宝石について知る楽しみ。その両方が増えた2時間でした。 

 


